
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
絶縁板（１）と、該絶縁板（１）上に設定した中立位置（Ｎ）、第１位置（ＭＵ，ＭＤ）
及び第２位置（ＡＵ，ＡＤ）間において移動自在な可動接片（２）と、前記絶縁板（１）
上に設けた共通固定接点（１１）、第１固定接点（１２，１３）及び第２固定接点（１４
，１５）とを備えた２段階操作スイッチ装置において、
共通固定接点（１１）と前記第１固定接点（１２，１３）とが 並んだ第１領域
（Ｚ１）を摺動する第１接片（２１）と、共通固定接点（１１）と前記第２固定接点（１
４，１５）とが 並んだ第２領域（Ｚ２）を摺動する第２接片（２２）とを前記
可動接点（２）が有し、
前記第１領域（Ｚ１）における共通固定接点（１１）と第１固定接点（１２，１３）とが
成す間隔（Ｗ１）に比べて前記第２領域（Ｚ２）における共通固定接点（１１）と第２固
定接点（１４，１５）とが成す間隔（Ｗ２）を広く設定し、可動接片（２）

際に、可動接片（２）が第１領域（
Ｚ１）の第１固定接点（１２，１３）と、第２領域（Ｚ２）の共通固定接点（１１）とに
接続 するよう、共通固
定接点（１１）及び可動接片（２）の少なくとも一方の形状を設定したことを特徴とする
２段階操作スイッチ装置。
【請求項２】
前記請求項１記載の発明において、
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前記共通固定接点（１１）の第１領域（Ｚ１）側の幅（Ｗ３）に比べて第２領域（Ｚ２）
側の幅（Ｗ４）を広く設定したことを特徴とする２段階操作スイッチ装置。
【請求項３】
前記請求項１又は２記載の発明において、
前記中立位置（Ｎ）がパワーウインドの中立位置に対応し、第１位置（ＭＵ，ＭＤ）がパ
ワーウインドのマニュアル操作位置に対応し、第２位置（ＡＵ，ＡＤ）がパワーウインド
のオート操作位置に対応していることを特徴とする２段階操作スイッチ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、マニュアル操作及びオート操作位置を設けたパワーウインドユニット等に好
適な２段階操作スイッチ装置の改良に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のマニュアル操作及びオート操作位置を設けたパワーウインドユニット等に使用する
２段階操作スイッチ装置は、共通固定接点と、マニュアル操作位置において可動接片が接
触する第１固定接点と、オート操作位置において可動接片が接触する第２固定接点とを備
えており、可動接片は常に共通固定接点に接触した構造であった。尚、従来の２段階操作
スイッチ装置は、例えば特開平７－１５８３３９号公報等に示している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特にスライドスイッチ構造を採用した２段階操作スイッチ装置は、可動接
片を常に共通固定接点に接触させようとした場合、共通固定接点と第１固定接点若しくは
第２固定接点とが成す間隔が狭くなり、共通固定接点と各固定接点との間の絶縁性能を正
常に保つことが困難で有った、
【０００４】
この発明は、上記した課題を解決するものであり、共通固定接点と各固定接点とが成す間
隔を極力広くし、これにより共通固定接点と各固定接点との間の絶縁性能を正常に保つよ
うにすることを目的としたものである。
【０００５】
上記課題を解決するために、まず請求項 記載の発明は、絶縁板（１）と、該絶縁板（１
）上に設定した中立位置（Ｎ）、第１位置（ＭＵ，ＭＤ）及び第２位置（ＡＵ，ＡＤ）間
において移動自在な可動接片（２）と、前記絶縁板（１）上に設けた共通固定接点（１１
）、第１固定接点（１２，１３）及び第２固定接点（１４，１５）とを備えた２段階操作
スイッチ装置において、共通固定接点（１１）と前記第１固定接点（１２，１３）とが

並んだ第１領域（Ｚ１）を摺動する第１接片（２１）と、共通固定接点（１１）
と前記第２固定接点（１４，１５）とが 並んだ第２領域（Ｚ２）を摺動する第
２接片（２２）とを前記可動接点（２）が有し、前記第１領域（Ｚ１）における共通固定
接点（１１）と第１固定接点（１２，１３）とが成す間隔（Ｗ１）に比べて前記第２領域
（Ｚ２）における共通固定接点（１１）と第２固定接点（１４，１５）とが成す間隔（Ｗ
２）を広く設定し、可動接片（２）

際に、可動接片（２）が第１領域（Ｚ１）の第１固定接点（１２，１３）と
、第２領域（Ｚ２）の共通固定接点（１１）とに接続

するよう、共通固定接点（１１）及び可動接片（２）の少
なくとも一方の形状を設定したことを特徴とする２段階操作スイッチ装置を提供する。
【０００６】
また、請求項２記載の発明は、前記共通固定接点の第１領域側の幅に比べて第２領域側の
幅を広く設定したことを特徴とする２段階操作スイッチ装置を提供する。
【０００７】
また、請求項３記載の発明は、前記中立位置がパワーウインドの中立位置に対応し、第１
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位置がパワーウインドのマニュアル操作位置に対応し、第２位置がパワーウインドのオー
ト操作位置に対応していることを特徴とする２段階操作スイッチ装置を提供する。
【０００８】
【発明の実施の形態】
この発明の実施形態を、添付図に基づき説明する。図４は、この発明に係る２段階操作ス
イッチ装置Ｓを内蔵したパワーウインドユニットを示したものである。該パワーウインド
ユニットは、２段階操作スイッチ装置Ｓの他に、カバー６、基板７、モジュールスイッチ
８及びボトムカバー９を有している。更に、アッパカバー６は、その上部にノブ６１，６
２，６３，６４，６５，６６と、コイルスプリング６１１，６２２，６３２，６４２，６
５２，６６２と、スチールボール６２１，６３１，６４１，６５１，６６１と、板バネ６
１２と、ピン６１３とを装着している。また、ノブ６１，６２，６３，６４，６５，６６
は各々操作子６１４，６２３，６３３，６４３，６５３，６６３を有し、該各操作子６１
２～６６３をアッパカバー６に設けた枠体６１５，６２４，６３４，６４４，６５４，６
６４を介して２段階操作スイッチ装置Ｓやモジュールスイッチ８に係合させている。
【０００９】
２段階操作スイッチ装置Ｓは、絶縁板１、可動接片２、操作子３、カバー４及びケース５
によって構成しており、リード端子１６により前記基板７に半田付けしている。図１～図
３は、該２段階操作スイッチ装置Ｓの平面図を示したものであり、同図では操作子３、カ
バー４及びケース５の図示を省略している。図１～図３において、絶縁板１はその上面に
共通固定接点１１、第１固定接点１２，１３及び第２固定接点１４，１５を設けている。
【００１０】
そして、絶縁板１にはノブ６５の操作位置に対応した中立位置Ｎ、第１位置ＭＵ，ＭＤ及
び第２位置ＡＵ，ＡＤと、可動接片２の移動範囲に対応した第１領域Ｚ１及び第２領域Ｚ
２とを設定している。詳述すると、中立位置Ｎとはノブ６５の位置が中立位置である際の
可動接片２の位置であり、第１位置ＭＵ，ＭＤとはノブ６５の操作位置がマニュアル操作
位置である際の可動接片２の位置であり、第２位置ＡＵ，ＡＤとはノブ６５の操作位置が
オート操作位置である際の可動接片２の位置である。また第１領域Ｚ１とは共通固定接点
１１と第１固定接点１２，１３とが並んだ領域であり、第２領域Ｚ２とは共通固定接点１
１と第２固定接点１４，１５とが並んだ領域である。
【００１１】
可動接片２は、前記絶縁板１に設定した中立位置Ｎ、第１位置ＭＵ，ＭＤ及び第２位置Ａ
Ｕ，ＡＤ間において移動自在であり、かつ前記絶縁板１の第１領域Ｚ１を摺動する第１接
片２１と、第２領域Ｚ２を摺動する第２接片２２とを有している。
【００１２】
上記絶縁板１に設けた共通固定接点１１と第１固定接点１２，１３との間には間隔Ｗ１が
有り、共通固定接点１１と第２固定接点１４，１５との間には前記間隔Ｗ１よりも広い間
隔Ｗ２が有る。また共通固定接点１１は、その第１領域Ｚ１側の幅Ｗ３に比べて第２領域
Ｚ２側の幅Ｗ４を広く設定している。これにより、可動接片２は、中立位置Ｎから第１位
置ＭＵ，ＭＤへ移動した際に、第１領域Ｚ１側の第１接片２１と第１固定接点１２，１３
とが接触し、それと同時に第２領域Ｚ２側の第１接片２１と共通固定接点１１とが接触す
る。すなわち、可動接片２の共通固定接点１１に対するスイッチ作動は、間隔Ｗ２が広い
第２領域Ｚ２側で行われることとなり、可動接片２と共通固定接点１１とが接触した瞬間
に発生するアーク放電によって炭化物質等が発生しても、共通固定接点１１と各固定接点
１２～１５との間の絶縁性能が劣化し難い。
【００１３】
次に、上記したものの作動を説明する。まず、図１はノブ６５を操作しない状態であり、
可動接片２の移動位置が中立位置Ｎに有る状態を示している。この状態では、可動接片２
はいずれの固定接点１１～１５にも接触していないので、２段階操作スイッチ装置Ｓは基
板７に回路形成したコントローラ（図示せず）に操作信号を入力しない。
【００１４】
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また、図２はノブ６５をマニュアルダウン位置に操作した状態であり、可動接片２が中立
位置Ｎから第１位置ＭＤに移動した状態を示している。この状態では、可動接片２が共通
固定接点１１と第１固定接点１２との両方に接触し、両固定接点１１，１２間を橋絡する
。これにより、２段階操作スイッチ装置Ｓは基板７に回路形成したコントローラ（図示せ
ず）にマニュアルダウン操作信号を入力する。コントローラは、２段階操作スイッチ装置
Ｓから該マニュアルダウン操作信号を入力すると、ウインドレギュレータのアクチュエー
タを制御し、該マニュアルダウン操作信号が入力される間だけ窓ガラスの開放動作を行う
。
【００１５】
また、図３はノブ６５をオートダウン位置に操作した状態であり、可動接片２が中立位置
Ｎから第２位置ＡＤに移動した状態を示している。この状態では、可動接片２が共通固定
接点１１と第１固定接点１４との両方に接触し、両固定接点１１，１４間を橋絡する。こ
れにより、２段階操作スイッチ装置Ｓは基板７のコントローラにオートダウン操作信号を
入力する。コントローラは、２段階操作スイッチ装置Ｓから該オートダウン操作信号を入
力すると、ウインドレギュレータのアクチュエータを制御し、該オートダウン操作信号が
入力されなく成った後も、窓ガラスが全開するまで窓ガラスの自動開放動作を行う。ただ
し、この自動開放動作中にノブ６５をマニュアルアップ位置に操作すると、可動接片２が
第１固定接点１３に接触し、これにより自動開放動作はキャンセルされて窓ガラスが停止
する。また、自動開放動作中にノブ６５をオートアップ位置に操作すると、可動接片２が
第２固定接点１５に接触し、これにより窓ガラスが閉鎖側に逆転動作する。
【００１６】
尚、ノブ６５をマニュアルアップ位置やオートアップ位置に操作した場合の作動は上記と
同様であり、説明を省略する。ただし、窓ガラスの自動閉鎖動作中にノブ６５をマニュア
ルダウン位置に操作すると、可動接片２が第１固定接点１２に接触し、これにより自動閉
鎖動作はキャンセルされて窓ガラスが停止する。また、自動閉鎖動作中にノブ６５をオー
トダウン位置に操作すると、可動接片２が第２固定接点１４に接触し、これにより窓ガラ
スが開放側に逆転動作する。また、自動閉鎖動作中に窓ガラスに異物が挟まれてアクチュ
エータがロック状態に成った場合には自動閉鎖動作はキャンセルされて、窓ガラスが開放
側に逆転動作する。
【００１７】
【発明の効果】
この発明は、上記した構成及び作用を有するので、共通固定接点と各固定接点とが成す間
隔が広く成り、共通固定接点と各固定接点との間の絶縁性能を正常に保つことができる。
特に、可動接片と共通固定接点との間で行われるスイッチ作動は、間隔が広い第２領域側
で行われることとなり、可動接片と共通固定接点とが接触した瞬間に発生するアーク放電
によって炭化物質等が発生しても、共通固定接点と各固定接点との間の絶縁性能が劣化し
難い効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施形態を示す平面図であり、可動接片の移動位置が中立位置Ｎに有
る状態を示している。
【図２】この発明の実施形態を示す平面図であり、可動接片の移動位置が第１位置ＭＤに
有る状態を示している。
【図３】この発明の実施形態を示す平面図であり、可動接片の移動位置が第２位置ＡＤに
有る状態を示している。
【図４】図１に示す２段階操作スイッチ装置を内蔵したパワーウインドユニットの分解斜
視図である。
【符号の説明】
１　絶縁板
２　可動接片
３　操作子
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４　カバー
５　ケース
１１　共通固定接点
１２，１３　第１固定接点
１４，１５　第２固定接点

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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